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一
年
と
い
う
歳
月

　

こ
れ
は
貞じ
ょ
う
き
ょ
う享

四
年
（
一
六
八
七
）、
俳
聖
・
松
尾
芭
蕉

が
四
十
四
歳
の
時
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
名
句
で
す
。
御
存

知
の
通
り
、
桜は
な

の
季
節
と
な
る
と
私
た
ち
は
、
よ
く
こ
の

句
に
お
め
に
か
か
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
一
般
に
桜
と
い
う
と
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

指
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン

と
の
交
配
で
創
り
出
さ
れ
た
種
で
、
自
然
界
に
ず
っ
と
存

在
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
江

戸
末
期
に
生
ま
れ
、
明
治
以
降
、
急
速
に
全
国
に
広
ま
り

ま
し
た
。
日
本
で
は
、
桜
は
固
有
種
・
交
配
種
を
含
め
て

六
百
種
以
上
の
品
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
今
や
そ
の
中
の
代
表
格
の
地
位
に
あ
り

ま
す
。

　

で
は
、
芭
蕉
が
詠
ん
だ
「
桜
」
は
、
な
ん
と
い
う
種
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
問
題
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
、生
物
学
的
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、ク
ロ
ー

ン
と
の
こ
と
で
す
。

　

私
が
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
研
究
・
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
に
関
す
る
技
術
は
、
着
実

に
進
化
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
本
号
で
御
紹
介
し
た
法
隆

寺
の
釈
迦
三
尊
像
は
最
近
の
成
果
で
す
。

　

今
、
私
ど
も
の
拠
点
の
あ
る
上
野
の
山
は
鮮
や
か
な
緑

に
つ
つ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
私
が
当
財
団
の
理
事
長
を
お

引
き
受
け
し
て
一
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ

で
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
そ
し
て
韓
国
で
指
導
者
が
変
わ
り
、

そ
れ
に
伴
い
世
界
は
予
想
不
能
の
変
化
を
遂
げ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
誠
に
時
の
流
れ
は
無
常
で
早
い
も
の
だ
と

改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、私
に
と
っ
て
一
年
前
の
一
番
の
懸
案
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
流
出
文
化
財
の
返
還
問
題
で
し

た
。
幸
い
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
多
く
の
方
々
の

善
意
の
も
と
、
文
化
財
は
無
事
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
戻

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
政
情

は
残
念
な
が
ら
極
め
て
不
安
定
で
す
。
帰
還
を
果
た
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
文
化
財
の
行
方
を
案
じ
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
二
月
十
三
日
か
ら
カ
ブ
ー
ル
国
立
博
物
館
に

お
い
て
「
流
出
文
化
財
帰
国
展
」
が
開
か
れ
る
と
い
う
報

に
接
し
、
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

　

帰
国
展
の
開
会
式
は
、
カ
ブ
ー
ル
駐
在
の
外
交
団
の

方
々
を
招
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
席
で

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
は
「
流
出
文
化
財
保
護
日
本
委
員

会
」
の
活
動
に
対
し
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
主
導
さ
れ
て
き
た
平
山
郁
夫
先
生
に
対
し
、
同
国

の
文
化
部
門
の
最
高
勲
章
で
あ
る
「
サ
イ
ー
ド
・
ジ
ャ
マ

ル
デ
ィ
ー
ン
勲
章
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
勲
章
は
、
鈴
鹿
光み
つ
じ次

駐
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
を

通
じ
て
平
山
美
知
子
夫
人
に
三
月
十
一
日
に
「
平
山
郁
夫

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
」
に
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
終
わ

り
よ
け
ば
全
て
良
し
、
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
な
に
は

と
も
あ
れ
一
段
落
し
た
思
い
で
し
た
。

　

現
在
、
当
財
団
を
め
ぐ
る
最
大
の
課
題
は
、
御
支
援
し

て
く
だ
さ
る
個
人
、
法
人
の
方
た
ち
を
い
か
に
し
た
ら
多

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
に
尽
き

ま
す
。

　

私
た
ち
は
人
の
心
を
癒
し
、
豊
か
に
す
る
文
化
・
芸
術

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
全
う
す
べ
く
、
そ
の
発
展
に
寄
与

し
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
、

多
く
の
物
心
両
面
の
御
協
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
そ
の
よ
う
な
財
団
事
情
の
中
、
京
都
に
お
住
ま
い

に
な
ら
れ
て
い
た
方
か
ら
本
年
よ
り
多
大
な
遺
贈
を
賜
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

御
遺
言
状
に
は
、
平
山
郁
夫
先
生
の
唱
え
ら
れ
た
文
化

財
赤
十
字
構
想
を
実
践
さ
れ
て
い
る
財
団
の
あ
り
方
に
共

感
し
た
の
で
、
自
身
の
遺
産
を
そ
の
た
め
に
有
効
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
…
…
と
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
御
心
に
沿
う
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

遺
贈
が
実
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
な
り
の
時
を
要

し
ま
し
た
が
、
最
終
決
定
が
成
さ
れ
た
一
月
に
京
都
洛
西

の
地
に
御
母
堂
と
共
に
眠
る
こ
の
方
の
菩
提
寺
に
御
礼
の

墓
参
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
財
団
創
設
以
来
、
顧
問
弁
護

士
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
俵
谷
利
幸
顧
問
が

去
る
三
月
一
日
に
、
ま
た
元
・
東
京
ド
ー
ム
社
長
の
林
有

厚
・
当
財
団
前
副
理
事
長
が
五
月
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
両
氏
よ
り
賜
り
ま
し
た
御
恩
に
深
く
感
謝

す
る
と
共
に
御
冥
福
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

宮
廻 

正
明

（
み
や
さ
こ
・
ま
さ
あ
き
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
、
ベ
ル
ナ
ン
ブ
ー

コ
州
の
州
都
近
郊
の
都
市
。
六
世
紀

以
後
、
製
糖
業
で
繁
栄
し
た
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
豪

華
な
邸
宅
や
教
会
、
修
道
院
が
建
て

ら
れ
た
。
現
在
で
も
、
セ
ー
教
会
、

ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
教
会
、
サ
ン
・
ベ

ン
ト
修
道
院
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
院
、
カ
ル
モ
教
会
な
ど
、
十
六

〜
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
二
〇
以
上

の
建
造
物
が
残
り
、
独
自
の
コ
ロ
ニ

ア
ル
様
式
が
美
し
い
風
光
の
中
に
映

え
て
い
る
。

（
一
九
八
二
年
に
文
化
遺
産
と
し
て

登
録
）

　

公
益
社
団
法
人

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

オリンダ歴史地区
（ブラジル連邦共和国）

ユネスコ世界遺産（文化遺産）シリーズ ©UNESCO

花
の
雲 

鐘
は
上
野
か 

浅
草
か
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「
神
は　

松
の
尾
。
八
幡
、
こ
の
國
の
帝
に
て
お
は
し
ま

し
け
む
こ
そ
め
で
た
け
れ
」

　
『
枕
草
子
』
第
二
八
七
段
、
冒
頭
の
一
節
で
す
。
清
少
納

言
は
「
光
線
的
言
語
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
独
特
の
直
観
的

な
感
性
で
、折
々
の
事
物
な
ど
を
端
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
「
神
は
松
尾
」
と
し
て
、「
神
」
の
最
初
に
「
松
尾

の
神
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
清
少
納
言
個
人
の
心
情
は

も
と
よ
り
、
平
安
時
代
の
人
々
の
当
社
に
対
す
る
崇
敬
の
篤

さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

松
尾
大
社
は
京
都
最
古
の
神
社
の
一
つ
で
、
太
古
こ
の
地

方
一
帯
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
、
松
尾
山
の
神
霊
を
祀
っ
て

生
活
守
護
神
と
し
た
の
が
起
源
と
い
わ
れ
ま
す
。
京
都
盆
地

が
一
面
の
沼
沢
地
で
あ
っ
た
古
代
に
お
い
て
は
、
人
々
は
周

囲
の
山
麓
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
西
山
・
嵐
山
連
峰
も
そ

の
麓
一
帯
に
生
活
を
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
山
は
自
分

た
ち
の
生
命
を
育
む
源
で
あ
り
、
そ
の
主
峰
で
あ
る
松
尾
山

の
頂
上
に
近
い
大
杉
谷
の
上
部
の
巨
石
を
磐い
わ
く
ら座
と
し
て
神

を
祀
り
生
活
の
守
護
神
と
し
た
の
が
、
松
尾
大
社
の
創
祀
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

五
世
紀
の
頃
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
秦
氏
が
こ
の
地

に
移
住
し
、
山
城
・
丹
波
の
国
を
開
拓
し
、
河
川
を
治
め
て

農
産
林
業
を
興
し
ま
し
た
。
同
時
に
松
尾
の
神
を
氏
族
の
総

氏
神
と
仰
ぎ
格
別
の
崇
敬
を
捧
げ
、
そ
の
信
仰
を
心
の
支
え

と
し
て
国
土
開
拓
の
業
を
進
め
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
秦
氏
の
長
者
・
忌い
み
き
の
と
り

寸
都
理
が
文
武
天
皇
の
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
に
勅
命
を
奉

じ
て
、
山
麓
の
現
在
地
に
社

殿
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
都

を
奈
良
か
ら
長
岡
京
、
平
安

京
に
遷
さ
れ
た
の
も
秦
氏
の

富
と
力
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
安
京
で
は
当
初
、
盆
地

周
辺
の
三
方
の
山
々
の
麓
に

は
賀
茂
社
・
松
尾
社
・
稲
荷

社
が
鎮
座
さ
れ
て
お
り
、
遷

都
と
と
も
に
多
く
の
神
社
が

新
た
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
当
社
に
対
す
る
皇
室
の
ご

崇
敬
は
極
め
て
厚
く
、
東
の

賀
茂
両
社
と
共
に
王
城
鎮
護

の
社
と
し
て
「
賀
茂
の
厳
神
、
松
尾
の
猛
霊
」
と
並
び
称
さ

れ
ま
し
た
。
行
幸
十
数
度
に
及
び
、
正
一
位
の
神
階
を
受
け

ら
れ
、
名
神
大
社
、
二
十
二
社
に
列
せ
ら
れ
、
室
町
末
期
ま

で
は
、
全
国
に
十
数
カ
所
の
荘
園
、
江
戸
時
代
に
も
朱
印
地

千
二
百
石
、
嵐
山
一
帯
の
山
林
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
二
件
の
国
指
定
の
重
要

文
化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。
一
件
は
、

平
安
時
代
初
期
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

等
身
大
一
木
造
の

神
像
三
躯
で
あ
り

ま
す
。
現
存
す
る

古
代
の
神
像
と
し

て
は
、
薬
師
寺
の

休や
す
み
が
お
か

ヶ
岡
八
幡
宮
と

教
王
護
国
寺
（
東

寺
）
御み
え
い
ど
う

影
堂
の
僧
そ
う
ぎ
ょ
う形

八
幡
神
像
に
続
く
も
の
と
し
て
、
我
が

国
の
神
像
彫
刻
史
上
特
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
件
が
、「
松
尾
造
り
」
と
し
て
知
ら
れ
る

本
殿
で
あ
り
ま
す
。
大
宝
元
年
に
創
建
以
来
、
当
社
に
残
る

記
録
で
は
延
暦
三
年
（
七
八
四
）・
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）・

弘
安
十
年
（
一
二
八
六
）・
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）・
応

永
四
年
（
一
三
九
七
）
と
改
修
・
改
築
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
と
天
文
十
年

（
一
五
四
一
）
〜
十
九
年
（
一
五
六
〇
）
に
か
け
て
大
修
理
が

施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
数
度
の
修
理
を
経

て
、
大
正
十
三
年
〜
十
五
年
に
解
体
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
殿
建
築
の

概
要
と
し
て

は
、
建
坪
三
五

坪
、桁
行
三
間
、

梁
間
四
間
、
特

殊
な
両
流
れ
造

り
で
、
箱
棟
の

棟
端
が
唐か
ら
は
ふ

破
風

形
に
な
っ
て
い

る
の
は
他
に
類

例
が
な
く
、
柱

や
長な
げ
し押

な
ど
の

直
線
と
屋
根
の

曲
線
と
の
調
和
、
木
部
・
檜ひ
わ
だ皮

の
色
と
柱
間
の
壁
の
白
色

と
が
交
錯
し
て
醸
し
出
す
色
彩
の
美
し
さ
、
向
拝
の
斗ま
す
ぐ
み組
・

蟇か
え
る
ま
た
股
・
手
挟
の
彫
刻
意
匠
は
、
中
世
の
特
色
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
御
本
殿
の
檜
皮
屋
根
の
葺
替
え
・
修
復
を
中

心
と
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
年
間
建
立
の
楼
門
の
修

理
な
ど
の
諸
事
業
を
、「
平
成
の
御
遷
宮
」
と
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

伊
勢
の
神
宮
で
は
、
二
十
年
に
一
度
「
式
年
遷
宮
」
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
式
年
遷
宮
と
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
ご
と

に
御
社
殿
を
建
替
え
、
御
神
宝
・
御
装
束
な
ど
も
新
調
し
て

大
神
様
に
お
遷う
つ

り
願
い
、
御
神
威
の
甦
り
、
一
層
の
高
ま
り

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
に
第
六
十
二
回

の
御
遷
宮
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
二
十
年
に
一
度
と
い
う
期
間
の
定
め
に
つ
い
て
は
、
明

確
な
根
拠
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
技
術
の
伝
承
と
い
う
意
味

で
は
合
理
的
な
年
数
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
に
は
式
年
の
制
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
全
面
的

な
建
替
え
を
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
で
は
昭

和
四
十
二
年
か
ら
四
十
六
年
に
か
け
て
、「
昭
和
の
大
造
営
」

と
し
て
、
本
殿
修
理
ほ
か
、
諸
建
物
の
新
築
な
ど
の
境
内
整

備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
昭
和
の
造
営
事
業
か
ら
数
え

ま
す
と
、
約
五
十
年
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
、
仮
殿
へ
の
御
遷
座
を
行
い
、
そ
の
後
、

本
殿
内
部
の
調
査
な
ど
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
木
材
の

墨
書
な
ど
、
史
料
の
再
発
見
も
あ
り
、
年
代
の
特
定
な
ど
従

来
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
今
後
解
明
さ
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
実
際
の
工
事
に
あ
た
っ
て

も
、
檜
皮
屋
根
の
葺ふ
き
か
え替

等
、
貴
重
な
伝
統
技
術
の
継
承
に
大

き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
神
社
仏
閣
は
、
人
々
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
と
と

も
に
、
か
け
が
え
の
な
い
有
形
無
形
の
文
化
財
で
あ
り
ま

す
。
歴
史
的
に
も
大
き
な
意
義
を
有
し
、
国
家
・
国
民
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
永
く
守
り
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
「
公
益
財
団
法
人　

文
化
財
保
護
・

芸
術
研
究
助
財

団
」
に
お
か
れ

て
は
、
本
事
業

に
つ
い
て
文
化

財
保
存
修
復

の
立
場
か
ら
ご

指
導
・
助
成
を

賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
衷
心

よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で

す
。

お
酒
の
神
さ
ま
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
松
尾
大
社
は
、

王
城
の
地
・
京
都
に
あ
っ
て
大お

お
や
ま
く
い
の
か
み

山
咋
神
と
市い

ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
島
姫
命
を
祀ま

つ

る

最
古
の
神
社
。
洛
西
の
総
氏
神
で
あ
り
、
醸
造
祖
神
で
も
あ
る
松
尾
大
社
で
は
、

平
成
三
〇
年
を
め
ざ
し
て
五
〇
年
ぶ
り
の
御
遷
宮
事
業
が
進
ん
で
い
る
…
…
。

筆
者
略
歴

昭
和
22
年（
一
九
四
七
）
京
都
市
生
れ
。
昭
和
46
年
、
皇

學
館
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
後
、
松
尾
大
社
に
奉

職
。
平
成
25
年
、
松
尾
大
社
宮
司
を
拝
命
。
現
在
、
神
社

本
庁
参
与
、
京
都
府
神
社
庁
理
事
、（
学
法
） 

皇
學
館
協

議
員
、（
公
財
）京
都
古
文
化
保
存
協
会
理
事
等
を
兼
任
。

神
は
松ま

　
つ

尾の

　
を

−松
尾
大
社
平
成
の
御
遷
宮
に
よ
せ
て

◎
は
じ
め
に

◎
貴
重
な
文
化
財

◎
松
尾
大
社
の
創
祀
と
磐
座
祭
祀

松
尾
大
社　

宮
司生

嶌 

經
和

（
い
く
し
ま
・
つ
ね
か
ず
）

桂川の清流にかかる松尾橋東詰からの松尾山遠景

松尾山の山霊を祀る磐座

松尾山の木々につつまれた境内

御祭神の市杵島
姫命を連想させ
る国の重要文化
財である御神像

国の重要文化財に指定されている御本殿

現在、進行中の工事の模様

◎
賀
茂
の
厳
神
、

　松
尾
の
猛
霊

◎「
平
成
の
御
遷
宮
」に
向
け
て
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さ
れ
た
。
こ
の
他
の
古
墳
は
震
度
6
弱
が
観

測
さ
れ
た
地
域
に
所
在
す
る
が
、
史
跡
千
金

甲
古
墳
の
よ
う
に
同
じ
震
度
が
観
測
さ
れ
て

い
て
も
被
害
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
古
墳
も

あ
る
。
こ
の
違
い
は
布
田
川
断
層
と
の
距
離

の
違
い
等
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
深
刻
な
被
害
が
認
め
ら
れ
た
前
記
の
古

墳
は
、
い
ず
れ
も
布
田
川
断
層
に
沿
う
よ
う

に
立
地
す
る
。

　

一
方
、
震
源
地
か

ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
離
れ
た
史
跡

永
安
寺
東
古
墳
・
永

安
寺
西
古
墳
（
玉
名

市
）、
史
跡
チ
ブ
サ
ン

古
墳
・
オ
ブ
サ
ン
古

墳
の
う
ち
オ
ブ
サ
ン

古
墳
（
山
鹿
市
）、
熊

本
県
指
定
史
跡
御
霊

塚
古
墳
（
同
）、
熊
本
県
指
定
史
跡
袈
裟
尾
高

塚
古
墳
（
菊
池
市
）
で
も
被
害
が
認
め
ら
れ

た
。
こ
の
付
近
の
震
度
は
5
強
程
度
で
あ
り
、

顕
著
な
地
割
れ
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ブ
サ
ン
古
墳
近
傍
に
所
在
す
る
チ
ブ
サ
ン

古
墳
、
史
跡
江
田
船
山
古
墳
や
、
永
安
寺
東

古
墳
・
永
安
寺
西
古
墳
近
傍
に
所
在
す
る
史

跡
大
坊
古
墳
で
は
被
害
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
一
概
に
震
度
や
地
割
れ
と
の

関
係
だ
け
で
被
害
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
震
源
か
ら
約
六
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
史
跡
大
村
横
穴
（
人
吉

市
）
で
は
、
横
穴
本
体
に
直
接
的
な
被
害
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
周
辺
の
岩
盤
の
一

部
が
崩
落
し
た
。

　

震
災
後
、
地
元
市
町
村
か
ら
熊
本
県
教
育

委
員
会
・
文
化
庁
へ
の
被
害
報
告
が
増
え
て

い
く
に
つ
れ
、

・�

被
害
の
程
度
を
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
す

る
の
か

・�

古
墳
の
ダ
メ
ー
ジ
が
ど
の
程
度
の
深
刻
な

も
の
な
の
か

・�

ど
の
よ
う
な
応
急
措
置
が
適
切
な
の
か

　

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
統
一
的
な
見
方

が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
に
起
因
し

て
、
報
告
さ
れ
た
各
古
墳
の
被
害
状
況
が
観

察
者
の
違
い
に
よ
り
全
く
異
な
る
場
合
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
被
害
の
状
況

を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
す
ら
困
難
な
現

実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
註
3
）。

　

こ
れ
に
鑑
み
、
文
化
庁
と
熊
本
県
教
育
委

員
会
で
は
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
に
「
大
規

模
震
災
に
お
け
る
古
墳
の
石
室
及
び
横
穴
墓

等
の
被
災
状
況
調
査
の
方
法
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、
考
古
学
、
保
存
科
学
、

土
木
工
学
等
の
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
と

協
議
を
重
ね
て
き
た
。
協
議
に
は
、
被
災
し

た
古
墳
を
所
管
す
る
市
町
の
埋
蔵
文
化
財
専

門
職
員
に
も
参
加
い
た
だ
い
た
。
こ
の
委
員

会
の
中
で
は
、
被
害
の
類
型
化
や
地
震
発
生

後
に
調
査
す
べ
き
事
項
等
が
整
理
さ
れ
て
き

た
。

　

こ
の
委
員
会
に
お
け
る
議
論
や
課
題
は
、

文
化
庁
が
二
〇
一
七
年
六
月
に
「
古
墳
壁
画

の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
に

設
置
し
た
「
装
飾
古
墳
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
に
発
展
的
に
引
き
継
が
れ
、
今
後
は
各

古
墳
に
お
け
る
取
組
に
向
け
た
よ
り
具
体
的

な
検
討
等
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。「
古

代
肥
後
の
精
華
」
の
輝
き
が
再
び
取
り
戻
さ

れ
る
ま
で
に
は
暫
し
の
時
間
と
と
も
に
、
相

当
な
知
恵
や
資
金
等
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
熊
本
地
震

（
以
下
、「
熊
本
地
震
」）
に
お
け
る
文
化
財
へ

の
被
害
に
つ
い
て
は
本
誌
81
号
・
82
号
で
速

報
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
装
飾
古
墳
の
被
災

と
そ
の
対
応
に
か
か
る
概
要
を
報
告
す
る
。

　

熊
本
地
震
で
は
発
災
当
初
よ
り
文
化
財
へ

の
被
害
の
甚
大
さ
が
報
じ
ら
れ
た
。
特
に

熊
本
城
や
阿
蘇
神
社
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
連
日
内
外
に

報
じ
ら
れ
、
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
。
そ
の

一
方
で
、
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の

史
跡
等
文
化
財
の
被
害
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。「
古
代
肥

後
の
精
華
」
と
も
い
え
る
熊
本
の
古
墳
文
化
、

そ
の
象
徴
で
あ
る
装
飾
古
墳
が
今
、
危
機
に

瀕
し
て
い
る
。

　

古
墳
内
部
の
壁
や
石
棺
等
に
彩
色
や
線

刻
、
浮
彫
等
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
古
墳
は

「
装
飾
古
墳
」
と
よ
ば
れ
る
（
註
１
）。
初
め

て
「
装
飾
古
墳
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、

わ
が
国
初
の
大
学
考
古
学
講
座
で
あ
る
京
都

帝
国
大
学
考
古
学
教
室
に
お
け
る
最
初
の
発

掘
調
査
報
告
書
『
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学

考
古
学
研
究
報
告　

第
一
冊　

肥
後
に
於
け

る
装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
』（
濱
田
・
梅
原

一
九
一
七　

以
下
、「
京
大
報
告
」）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
前
、
こ
れ
ら
は
「
窟
中
朱
像
」

（
矢
野
一
八
五
三
）
や
「
古
代
紋
様
」（
坪
井

一
八
八
九
）
等
の
語
で
よ
ば
れ
て
い
た
が
、

京
大
報
告
以
降
、
装
飾
古
墳
の
語
が
定
着
し

た
。
本
年
は
京
大
報
告
か
ら
百
年
、
被
災
し

た
昨
年
は
京
大
の
発
掘
調
査
か
ら
百
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
当
た
る
。

　

装
飾
古
墳
は
全
国
で
約
六
七
〇
基
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
半
数
以
上
が
九
州
に
分

布
す
る
。
な
か
で
も
熊
本
県
域
に
お
け
る
集

中
は
際
立
っ
て
お
り
、
ま
た
発
生
期
・
古

相
の
装
飾
古
墳
の
多
く
も
熊
本
県
域
に
集
中

し
、
県
域
で
発
生
期
か
ら
そ
の
後
の
展
開
ま

で
た
ど
れ
る
の
は
熊
本
県
な
ら
で
は
の
特
徴

で
も
あ
る
（
註
２
）。
質
・
量
の
両
側
面
か
ら
、

熊
本
県
の
装
飾
古
墳
は
「
古
代
肥
後
の
精
華
」

と
い
う
べ
き
き
わ
め
て
魅
力
的
な
存
在
感
を

放
っ
て
き
た
。

　

京
大
報
告
の
影
響
も
あ
り
、
熊
本
県
の
装

飾
古
墳
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
前
身
の
ひ

と
つ
で
あ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法

に
お
け
る
第
一
期
指
定
（
一
九
二
一
年
三
月
）

で
史
跡
指
定
さ
れ
た
古
墳
も
多
い
（
井
寺
古

墳
、
釜
尾
古
墳
、
千
金
甲
古
墳
、
大
村
横
穴

等
）。
熊
本
地
震
発
災
時
に
は
、
国
指
定
史

跡
に
限
っ
て
も
十
八
の
古
墳
及
び
古
墳
群

（
装
飾
の
有
無
を
問
わ
な
い
）
が
指
定
さ
れ
て

い
た
。

　

こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
災
状
況
は
、
熊
本
県

や
地
元
の
市
町
村
に
よ
り
、
震
災
直
後
か
ら

被
災
状
況
の
把
握
が
お
こ
な
わ
れ
、
国
指
定

史
跡
（
以
下
、「
史
跡
」）
に
つ
い
て
は
文
化

庁
に
被
害
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
被
災
し
た

古
墳
は
熊
本
県
下
全
域
に
及
ぶ
。

　

そ
の
う
ち
、
特
に
深
刻
な
被
害
が
認
め
ら

れ
た
の
は
い
ず
れ
も
装
飾
古
墳
で
あ
る
史
跡

井
寺
古
墳
（
嘉
島
町
）、
史
跡
釜
尾
古
墳
（
熊

本
市
）、
史
跡
塚
原
古
墳
群
（
同
）、
御
船
町

指
定
史
跡
今
城
大
塚
古
墳
群
（
御
船
町
）、
史

跡
大
野
窟
古
墳
（
氷
川
町
）、
熊
本
県
指
定
史

跡
桂
原
古
墳
（
宇
土
市
）
で
あ
る
。
井
寺
古

墳
で
は
前
震
・
本
震
と
も
に
震
度
6
強
、
今

城
大
塚
古
墳
で
は
本
震
で
震
度
6
強
が
観
測

熊
本
地
震
に
よ
る
装
飾
古
墳
の
危
機

古
墳

｜
｜

死
者
の
魂
が
鎮
ま
り
、
眠
る
場
所
。

玄
室
を
鮮
や
か
な
色
で
飾
る
装
飾
古
墳
。

多
く
の
謎
を
秘
め
た
熊
本
地
方
に
残
る
古
墳
が
今
、
危
機
に
…
…
。大

規
模
震
災
に
お
け
る
古
墳
の
石
室

及
び
横
穴
墓
等
の
被
災
状
況
調
査
の

方
法
に
関
す
る
検
討
委
員
会

は
じ
め
に

装
飾
古
墳
と
は
？

 

―
古
代
肥
後
の
精
華
―

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
装
飾
古
墳

井寺古墳の石障装飾　京大報告（1917）の巻頭を飾った
実測図

被災後の井寺古墳（墳丘亀裂から内部の石材が露出）
嘉島町教育委員会提供

文
化
庁

古
墳
壁
画
対
策
調
査
官

建
石 

徹

（
た
て
い
し
・
と
お
る
）

註
1 

奈
良
県
明
日
香
村
に
所
在
す
る
高
松
塚
古
墳
、

キ
ト
ラ
古
墳
も
、
壁
画
を
有
す
る
古
墳
と
い
う
意
味
で

は
共
通
す
る
が
、
本
稿
で
扱
う
装
飾
古
墳
と
は
年
代
や

系
譜
等
が
異
な
る
。
両
古
墳
は
装
飾
古
墳
と
は
識
別
さ

れ
「
壁
画
古
墳
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
装
飾
古

墳
は
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
（
特
に
六
世
紀
）

に
盛
行
し
、
高
松
塚
古
墳
・
キ
ト
ラ
古
墳
は
七
世
紀
末

か
ら
八
世
紀
初
頭
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

註
2 

九
州
国
立
博
物
館
装
飾
古
墳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
装
飾
古
墳
の
地
域
別
内
訳
は
、
全
国
（
東
北
四
三

基
、
関
東
一
〇
一
基
、
中
部
十
三
基
、
近
畿
四
一
基
、

四
国
十
五
基
、
中
国
六
八
基
、
九
州
三
八
九
基
）、
九

州
各
県
（
福
岡
八
一
基
、
佐
賀
三
〇
基
、
長
崎
八
基
、

大
分
十
七
基
、熊
本
一
九
三
基
、宮
崎
六
〇
基
）で
あ
る
。

註
3 

類
似
の
被
害
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
で
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

塚原古墳群のうち
石之室古墳の石棺
（被災前）
熊本市文化振興課
提供

石之室古墳の石棺
（被災後）
熊本市文化振興課
提供

坪
井
正
五
郎

　一
八
八
九
「
筑
後
国
日
の
岡
に
て

古
代
紋
様
の
発
見
」『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
六

−

八
八

濱
田
耕
作
・
梅
原
末
治

　一
九
一
七
『
京
都
帝
国

大
学
文
科
大
学
考
古
学
研
究
報
告

　第
一
冊

　肥

後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
』
京
都
帝
国

大
学

矢
野
一
貞

　一
八
五
三
『
筑
後
将
士
軍
談
』

文
献

天井崩落により、天井部開口→

北側面に亀裂北側面に亀裂

天井石の崩落

天井石の崩落に
伴う崩土の堆積
天井石の崩落に
伴う崩土の堆積

南
側
面
は
図
面
が
な
い

た
め
、概
念
図

天井から崩落した石組
み映像から約20個
他大小多数の礫が玄室内
に散乱　

南側面に亀裂（大）

崩落天井石によるステンレス
扉の圧迫の進行

羨門部崩落積石の圧迫により
側壁板石の傾斜悪化
羨門部崩落積石の圧迫により
側壁板石の傾斜悪化

奈良文化財研究所による井寺古墳石室の内視調査（崩
落した土や石材により石室入口の鉄扉が歪み、石室
に立入れない）

井寺古墳石室の内視調
査結果（石室、羨道を
構成する石材が各所に
落下）
奈良文化財研究所作成
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よ
っ
て
表
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
展
示
や
移
動
は
必
ず
ダ

メ
ー
ジ
へ
の
リ
ス
ク
を
伴
う
。
そ

こ
で
複
製
製
作
の
重
要
性
が
生
ま

れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
よ
う

な
科
学
の
時
代
で
は
そ
れ
は
科
学

的
合
理
性
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
科
学
的
証
明
と
文

化
財
が
示
す
ス
ト
ー
リ
ー
の
現
代

へ
の
翻
訳
そ
れ
が
再
現
文
化
財
製

作
の
基
礎
と
な
る
べ
き
だ
と
私
は

思
っ
て
い
る
。

　

法
隆
寺
釈
迦
三
尊
像
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
像
を
実
現
し
た
人
々

の
結
集
を
再
現
す
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
重
ね
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
今
、
工
芸
産

業
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
時
代

と
と
も
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変

化
し
、人
々
の
信
仰
心
も
薄
れ
た
、

規
模
の
縮
小
に
伴
っ
て
地
域
産
業

の
職
人
雇
用
も
減
少
し
、
人
材
育

成
や
新
た
な
設
備
へ
の
投
資
も
ま

ま
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
影
響
で
行
わ
れ
る

様
々
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
へ
の
取
り

組
み
は
必
要
な
努
力
で
は
あ
ろ
う

が
人
々
の
産
業
継
続
へ
の
情
熱
と

プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
て
い
く
。
し

か
し
、
一
〇
〇
〇
年
以
上
続
く
日

本
工
芸
史
に
お
い
て
、
危
機
は
幾

度
も
到
来
し
た
、
そ
の
都
度
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
現
在
ま
で
続
い
て
き
た
背
景
は
も
の
づ

く
り
へ
の
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
社

会
に
お
け
る
美
の
需
要
だ
っ
た
。

　

私
は
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に

お
い
て
、
釈
迦
三
尊
像
の
合
理
的
再
現
と
形

而
上
的
美
の
合
体
は
こ
の
消
え
か
け
て
い
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
再
び
火
を
つ
け
る
試
み

の
端
緒
に
な
り
う
る
と
考
え
た
。
聖
徳
太

子
の
国
の
未
来
へ
の
思
い
を
形
に
す
る
た

め
に
絶
対
的
な
美
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た

飛あ
す
か
び
と

鳥
人
の
情
熱
を
今
に
再
現
で
き
る
事
業
に

な
り
う
る
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
３

D
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
等
の
技
術
の
導
入
は
こ

の
産
業
の
未
来
像
を
予
見
す
る
こ
と
に
も
貢

献
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
試
行
錯
誤
の

中
技
術
革
新
を
行
い
、
つ
い
に
は
世
界
最
高

峰
の
美
を
一
三
〇
〇
年
前
に
実
現
し
た
飛
鳥

人
た
ち
が
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。

　

数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
個
々
の
産
地
の
技
術
、
藝
大
に
保
存

さ
れ
て
い
る
技
術
、
知
見
。
再
現
す
る
も
の
は
疑
う
余
地
も
な

い
最
高
峰
の
国
宝
。
法
隆
寺
の
大
野
玄
妙
管
長
の
特
別
な
許
可

を
得
て
釈
迦
三
尊
像
を
間
近
に
見
た
時
の
四
十
四
人
の
職
人
の

輝
く
目
を
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
宝
の
血
が
現

代
の
血
の
中
に
よ
み
が
え
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
そ
の
後
の
日
々

は
藝
大
、
高
岡
、
井
波
を
結
ん
だ
文
化
再
生
の
道
の
り
だ
っ
た
。

私
た
ち
は
そ
の
過
程
の
中
で
一
三
〇
〇
年
前
の
技
術
力
と
造
形

力
に
驚
か
さ
れ
続
け
る
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
財
と

呼
ば
れ
る
も
の
の
不
思
議
な
力
に
魅
了
さ
れ
る
日
々
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
完
全
無
垢
な
製
作
意
図
、
つ
ま
り
社
会
が
変
化
し

て
も
変
わ
ら
ぬ
人
間
の
魂
に
訴
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
現
代
に
生
き
る
我
々
の
心
を
動
か
し
未
来
へ
と
そ

の
視
点
を
向
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

成
果
を
受
け
て
、
今
後
は
二
つ
の
方
向
性
を
考
え
て
い
る
。

一
つ
は
技
術
の
博
物
館
の
よ
う
な
多
様
性
と
精
度
を
持
つ
日
本

の
、
世
界
に
対
す
る
文
化
的
貢
献
の
拡
張
と
日
本
の
各
地
域
の

文
化
再
生
を
基
盤
と
し
た
創
生
で
あ
る
。
ま
た
文
化
装
置
の
変

更
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
し
、
文
化
共
有
を
前
提

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
も
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今

回
、
雅
楽
の
現
代
化
に
も
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
が
、
飛
鳥
人
が

持
っ
て
い
た
文
化
の
多
国
籍
性
に
つ
い
て
の
視
点
が
そ
の
策
定

の
大
き
な
基
盤
と
な
る
に
違
い
な
い
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
た
若
い
職
人
や
芸
術
家
、
そ
し
て
そ
の
連
携
を
果
た

し
た
人
々
が
そ
の
シ
ー
ド
（
種
）
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　

富
山
県
高
岡
市
ウ
ィ
ン
グ
ウ
ィ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た

「
法
隆
寺
再
現
釈
迦
三
尊
像
」（
初
公
開
）
展
は
三
月
二
〇
日
、

一
〇
日
間
の
会
期
を
終
え
た
。
入
場
者
約
二
万
人
、
内
外
の
プ

レ
ス
取
材
お
お
よ
そ
一
〇
〇
社
と
い
う
成
果
を
残
し
た
が
、
そ

れ
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。

　

も
し
く
は
ゴ
ー
ル
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
今
後
こ

の
像
の
再
現
に
注
入
さ
れ
た
様
々
な
努
力
は
、
例
え
ば
、
高
岡

市
、
南
砺
市
の
行
政
連
携
、
企
業
を
超
え
た
職
人
間
の
連
携
、

大
学
の
社
会
事
業
へ
の
参
画
、
新
た
な
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
の
策
定
な
ど
一
つ
の
道
で
は
な
く
幾
つ
か
の
道
を
辿
り
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
っ
た
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
だ
ろ
う
し
、
そ
の
過
程
全

体
が
文
化
財
の
本
来
の
価
値
を
回
復
す
る
と
い
う
点
で
重
要
な

提
言
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

東
京
藝
大
の
宮
廻
正
明
教
授
率
い
る
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
デ

ジ
タ
ル
複
製
に
関
す
る
特
許
技
術
の
展
開
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構

想
し
た
の
は
、
私
が
建
築
家
の
隈
研
吾
と
と
も
に
二
〇
一
三
年

に
開
館
し
た
福
岡
県
の
九
州
芸
文
館
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当

し
た
時
だ
っ
た
。
科
学
的
に
も
証
明
で
き
る
精
密
な
文
化
財
の

複
製
は
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
芸

術
の
機
能
と
し
て
ど
の
よ
う
な
新
し
い
次
元
を
切
り
開
く
こ
と

が
で
き
る
か
、
そ
れ
が
私
の
興
味
だ
っ
た
。

　

発
想
し
た
の
は
、
文
化
財
の
復
元
に
よ
る
地
域
に
残
る
記
憶

の
再
生
で
あ
る
。法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
み
で
な
く
そ
こ
に
至
る
、

今
は
分
断
さ
れ
た
広
域
な
記
憶
の
つ
な
が
り
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
超
え
て
、
ま
た
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
超
え
て
伝
達
さ
れ
た

美
の
表
現
に
つ
い
て
の
技
術
と
思
想
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
の

道
の
つ
な
が
り
、
そ
の
中
に
九
州
北
部
も
あ
る
。
そ
の
再
生
の

た
め
に
宮
廻
チ
ー
ム
と
協
議
し
、
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
、
北
朝
鮮

江
西
大
墓
壁
画
も
と
も
に
再
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ほ
ぼ
同

時
代
の
壁
画
の
連
鎖
は
技
術
と
文
化
の
連
な
り
を
証
明
す
る
も

の
で
あ
る
。
完
成
す
る
と
一
〇
〇
〇
年
以
上
前
の
交
流
が
眼
前

に
広
が
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

文
化
財
を
い
か
に
精
密
に
再
現
し
よ
う
と
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
同
じ
に
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
目
指

す
工
程
と
検
証
の
中
に
記
憶
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
遡
る
こ
と
が
で

き
る
。
実
は
作
品
を
再
現
す
る
以
上
に
記
憶
を
再
生
す
る
こ
と

は
重
要
な
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
ま
た
製
造
プ
ロ
セ
ス

の
再
体
験
や
材
料
の
確
認
と
、
触
覚
な
ど
今
で
は
再
現
物
で
し

か
で
き
な
い
新
た
な
経
験
を
込
め
る
こ
と
も
で
き
る
。つ
ま
り
、

そ
の
同
時
的
感
覚
を
通
じ
て
私
た
ち
と
の
時
代
的
共
時
性
を
付

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
確
信
し
た
。

　
「
呼
吸
す
る
美
術
館
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
海
外
で
も
認

知
さ
れ
た
長
崎
県
美
術
館
を
館
長
と
し
て
創
設
し
た
時
、
美
術

館
が
本
来
付
加
さ
れ
、
ま
た
現
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
を

も
う
一
度
検
証
す
る
必
要
に
駆
ら
れ
た
。
そ
れ
は
巨
費
を
投
じ

て
建
設
さ
れ
る
美
術
館
や
文
化
施
設
に
お
い
て
は
自
ら
担
う
べ

き
役
割
を
明
確
化
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
到
達
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
金
庫
と
劇
場
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
は
、
美
術
館
は
貴
重
な
文
化
資
料
を
完

璧
に
保
存
す
る
こ
と
が
第
一
の
使
命
で
あ
る
が
、
移
り
行
く
時

代
の
変
遷
の
中
で
そ
の
価
値
の
役
割
を
伝
え
る
た
め
、
時
代
を

考
慮
し
た
文
化
資
料
の
価
値
の
翻
訳
も
展
示
と
い
う
手
法
に

再現された壁画に囲まれた釈迦三尊像。往時の雰囲気を偲ぶに十分な演出であった（ウイング・ウイング高岡。富山県高岡市）
©️地場産業活性化モデルの構築・展開事業推進協議会

再現された法隆寺・釈迦三尊像
©️地場産業活性化モデルの構築・展開事業推進協議会

239回に及んだ3次元計測撮影
©️東京藝術大学COI拠点

東
京
藝
術
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
・
本
企
画
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

伊
東 

順
二

（
い
と
う
・
じ
ゅ
ん
じ
）

に
広
が
る
よ
う
に
感
じ
た
。

文
化
財
を
い
か
に
精
密
に
再
現
し
よ
う
と
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

を
重
ね
た
。

文
化
財
の
復
元
が
も
つ
意
味

釈
迦
三
尊
像
再
現
か
ら

学
ん
だ
こ
と

再
現
文
化
財
製
作
の
基
盤
と
は

筆
者
略
歴

一
九
五
三
年
長
崎
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
仏
文
科

卒
。
美
術
評
論
家
、
文
化
事
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
も

幅
広
く
活
躍
。
仏
政
府
よ
り
文
化
芸
術
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ

受
章
。
長
崎
県
美
術
館
創
設
館
長
、
富
山
大
学
芸
術
文
化
学

部
教
授
等
を
経
て
二
〇
一
三
年
よ
り
現
職
。
富
山
市
ガ
ラ
ス

美
術
館
名
誉
館
長
。

飛
鳥
が
告
げ
る
未
来

—
—

法
隆
寺
釈
迦
三
尊
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
て

一
三
〇
〇
年
の
時
の
流
れ
を
経
て
、ハ
イ
テ
ク
と
伝
統
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
た

飛
鳥
人
の
誇
り「
釈
迦
三
尊
像
」
製
作
の
意
味
と
は
…
…
。
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ち
地
区
と
よ
ば
れ
る
街
並
み
で
し
た
。

　

昭
和
ロ
マ
ン
の
面
影
を
残
し
た
風
待
ち

地
区
一
帯
は
、
地
盤
沈
下
が
著
し
く
、
国

指
定
の
文
化
財
で
あ
る
建
造
物
は
嵩か
さ

上
げ

工
事
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
復
元
工
事
は

手
つ
か
ず
の
状
態
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
人
々
の
情
熱

と
努
力
の
結
果
、
ゆ
る
や
か
で
あ
る
も
の

の
大
震
災
前
の
街
並
み
が
も
ど
り
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。

　

当
財
団
は
、
祭
礼
の
よ
う
な
所い
わ
ゆ
る謂
無
形

文
化
財
へ
の
助
成
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

御
存
知
の
よ
う
に
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
、

秋
田
竿か
ん
と
う灯

ま
つ
り
、
仙
台
七
夕
ま
つ
り
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
東
北
地
方
に
は
各
地

に
独
特
の
祭
り
が
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
五
穀
豊
穣
を
願
う
人
々
の
思
い

で
あ
り
、
神
々
へ
の
感
謝
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

時
代
は
変
わ
り
、
故ふ
る
さ
と郷
を
出
て
他よ

そ所
の

地
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
祭
り
と
は
、

帰
郷
を
促
す
大
き
な
力
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
祭
り
が
大
地
震
の
た
め
に
挙
行

で
き
な
い
こ
と
は
、
故
郷
を
失
っ
た
に
等

し
い
重
い
出
来
事
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
祭
り
復
興
の
た
め
に
、

と
い
う
御
寄
付
の
御
申
し
出
も
あ
っ
た
た

め
、
心
配
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

被
災
者
の
方
々
も
関
係
者
の
方
々
に
も
、

こ
の
六
年
間
は
無
我
夢
中
の
時
の
流
れ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
多
く
の
尊
い

人
命
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
悲
し
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
論

を
俟
ち
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
考
え
ま
す
。
被
災
地

の
復
興
に
は
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
と
費

用
を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
現
地
は

そ
の
日
に
む
か
っ
て
着
実
に
歩
を
進
め
て

い
ま
す
。
復
興
を
迎
え
た
時
こ
そ
が
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
最
大
の

御
供
養
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
当
初
の
五
年
間
の

支
援
と
い
う
お
約
束
の
期
限
は
終
了
い
た

し
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
事
業
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
そ

の
意
を
お
汲
み
と
り
い
た
だ
き
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
時
の
経
験
も
あ
っ
た
た
め
、
私

た
ち
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
文
化

財
の
救
済
に
関
し
て
は
、
発
災
直
後
に
乗

り
出
す
こ
と
を
決
め
て
お
り
ま
し
た
。
軌

を
一
に
し
て
、
文
化
庁
か
ら
の
呼
び
か
け

も
あ
っ
て
官
民
一
体
と
な
っ
た
組
織
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

活
動
期
間
は
五
年
と
い
う
こ
と
で
文

化
庁
長
官
を
先
頭
に
募
金
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
個
人
、
法

人
を
合
わ
せ
て
本
年
三
月
末
現
在
で
、

四
億
四
四
八
一
万
九
〇
〇
〇
円
余
の
義
捐

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
る
被

害
が
甚
大
で
し
た
。
被
害
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
し
た
。
沿
岸
一
帯
で
は
多
く
の
地
区

で
、
祭
礼
用
の
用
具
が
流
失
し
た
り
、
破

損
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
土
地
に
伝
わ

る
祭
り
を
催
す
こ
と
が
不
能
と
い
う
事
態

に
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
人
々
の
心
を
癒い
や

し
昂た
か

ぶ
る
力

を
も
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
支
援
対
象
に

は
、
伝
統
的
な
地
元
の
祭
礼
の
復
活
の
た

め
の
支
援
金
も
拠
出
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　　

義
捐
金
、
寄
付
金
の
使
途
明
細
は
、
今

号
の
事
務
局
報
告
の
欄
で
御
覧
い
た
だ
き

ま
す
が
、
文
化
財
の
救
援
・
復
旧
支
援
事

業
に
は
、
ま
ず
資
金
、
そ
れ
か
ら
根
気
を

必
要
と
し
ま
す
。

　

古
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
紙
の
文
化
財

は
、
海
水
に
よ
る
塩
分
の
除
去
、
汚
れ
の

除
去
、
黴か
び

な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
燻く
ん
じ
ょ
う蒸
な

ど
な
ど
、
一
枚
の
記
録
を
元
の
状
態
に
も

ど
す
た
め
に
は
根
気
よ
く
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
建
造
物
の
場
合
、
特
に
宮
城
県

の
気
仙
沼
の
場
合
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）、
気
仙
沼
は
大

火
に
襲
わ
れ
、
壊
滅
的
な
被
害
を
う
け
ま

し
た
。
こ
の
時
、
町
の
復
興
に
一
役
も
二

役
も
買
っ
た
の
が
、
気
仙
大
工
と
呼
ば
れ

る
高
い
技
術
を
持
っ
た
集
団
で
し
た
。
彼

等
が
自
由
闊
達
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
で
築
い

た
の
が
、
今
回
の
地
震
と
津
波
で
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
気
仙
沼
湾
に
面
し
た
風
待

東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
支
援
報
告

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
。
こ
の
日
を
私
た
ち
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
と
津
波
。
多
く
の
尊
い
人
の
生
命
と
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
と
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
六
年
、

現
地
は
多
く
の
人
々
の
善
意
を
も
と
に
力
強
く
復
興
に
む
け
て
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

も
ど
か
し
さ
の
中
で

多
く
の
善
意
の
も
と
に
…
…

被災前

整備された太鼓及び虎頭

被災直後

修復後
国登録有形文化財「角星店舗（酒造店舗）」は、宮城県気仙沼内湾地区
（風待ち地区）の歴史文化を伝える文化財建物第1号として復元した。

修復後 被災直後
宮城県・安国寺「木造阿弥陀如来坐像」修理

修復後 被災直後
東京都・延命寺「小塚原の首切地蔵（延命寺地蔵尊）復旧」（有形文化財・歴史資料）

岩手県・釜石市「箱崎虎舞流出資材等購入」

修復後 被災直後
茨城県・宮本昇一「宮本家住宅店蔵新蔵・大蔵復旧」

東
北
の
こ
こ
ろ
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⑨	

茨
城
県
・
薬
王
院

	

薬
王
院
四
脚
門
保
存
修
理
事
業

⑩	

栃
木
県
・
高
勝
寺

	

石
船
山
高
勝
寺
鐘
楼
保
存
修
理
事
業

⑪	

千
葉
県
・
三
柱
神
社

	

三
柱
神
社
本
殿
保
存
整
備
事
業

⑫	

東
京
都
・
馬
場
克
己

	

馬
場
家
御
師
住
宅
保
存
修
復
事
業

⑬	

長
野
県
・
矢
彦
神
社

	

矢
彦
神
社
拝
殿
他
保
存
修
復
事
業

⑭	

静
岡
県
・
医
王
寺

	

医
王
寺
薬
師
堂
保
存
修
理
事
業

⑮	

京
都
府
・
與
能
神
社

	

與
能
神
社
本
殿
保
存
修
理
事
業

⑯	
兵
庫
県
・
斑
鳩
寺

	
斑
鳩
寺
庫
裏
解
体
・
修
理
事
業

⑰	
奈
良
県
・
万
法
寺

	

万
法
寺
本
堂
保
存
修
理
事
業

⑱	

岡
山
県
・
福
武
豊
郎

	

福
武
家
長
屋
門
保
存
修
理
事
業

⑲	

香
川
県
・
猪
熊
全
徳

	

猪
熊
家
住
宅
保
存
修
理
事
業

（
有
形
民
俗
）

⑳	

神
奈
川
県
・
鶴
岡
八
幡
宮

	

神
輿（
鶴
岡
八
幡
宮
）有
形
民
俗
文
化
財
保
存
修

理
事
業

㉑	

新
潟
県
・
羽
黒
神
社

	

佐
渡
羽
黒
神
社
能
舞
台
修
繕
事
業

㉒	

富
山
県
・
下
新
町
曳
山
保
存
会

	

八
尾
町
祭
礼
曳
山（
下
新
町
）保
存
修
理
事
業

㉓	

滋
賀
県
・
北
町
組
[
青
海
山
]

	

長
浜
曳
山
祭
の
山
車
附
山
蔵
/
青
海
山
山
蔵
保

存
修
理

㉔	

鳥
取
県
・
倉
田
八
幡
宮

	

馬
場
八
幡
人
形
芝
居
道
具
保
存
修
理
事
業

（
記
念
物
・
埋
蔵
文
化
財
）

㉕	

徳
島
県
・
松
浦
端
全

	

谷
の
四
つ
足
堂
及
び
周
辺
石
造
物
群
保
存
修
理
事
業

■
芸
術
研
究
等
助
成
事
業

　

文
化
財
の
保
存
修
復
及
び
芸
術
に
関
す
る
調
査

研
究
、
成
果
の
発
表
、
国
際
交
流
事
業
の
実
施
等

に
対
す
る
助
成
事
業
と
し
て
申
請
の
あ
っ
た
20
件

の
中
か
ら
、
12
件
の
事
業
に
助
成
を
行
っ
た
。

①	

近
世
周
辺
の
彫
刻
作
例
に
お
け
る
持
物
の
研

究
¦
長
福
寺
千
住
観
音
坐
像
を
中
心
に
¦（
東

京
藝
術
大
学　

美
術
研
究
科　

教
授　

籔
内

佐
斗
司
）

②	

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
6（
東

京
学
芸
大
学　

教
育
学
部　

教
授　

山
内
雅
弘
）

③	

吉
岡
孝
悦　

合
唱
と
打
楽
器
の
祭
典（
日
本
作

曲
家
協
議
会　

作
曲
家　

吉
岡
孝
悦
）

④	

建
築
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
奈
良
・
明
日
香
村（
特

定
非
営
利
活
動
法
人　

ア
ー
ト
ア
ン
ド
ア
ー
キ

テ
ク
ト
フ
ェ
ス
タ　

代
表
理
事　

平
沼
孝
啓
）

⑤	

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
7

年
音
楽
祭（
東
京
藝
術
大
学　

音
楽
学
部　

准

教
授　

福
中
冬
子
）

⑥	

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ト
リ
プ
テ
ィ
ー
ク
第
5
回
、

第
6
回
演
奏
会（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ト
リ
プ

テ
ィ
ー
ク　

代
表（
団
長
）ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者　

伊

東
美
香
）

⑦	

文
化
財
の
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
「
文
化
財
保
存

修
復
専
門
家
養
成
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」レ
ベ
ル
Ⅱ

（
文
化
財
保
存
支
援
機
構　

理
事　

増
田
勝
彦
）

⑧	

日
本
国
内
に
お
け
る
銀
板
写
真（
ダ
ゲ
レ
オ
タ

イ
プ
）の
保
存
に
関
す
る
悉
皆
基
礎
調
査
と
持

続
可
能
型
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
関
す

る
研
究（
日
本
大
学
芸
術
学
部　

教
授　

高
橋

則
夫
）

⑨	

東
京
藝
術
大
学
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〜
シ

カ
ゴ
公
演（
東
京
藝
術
大
学　

音
楽
学
部　

教

授
・
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー
長　

山
本
正
治
）

⑩	

国
宝
伴
大
納
言
絵
巻
現
状
模
写
研
究（
東
京
藝
術

大
学　

美
術
学
部　

教
授　

手
塚
雄
二
）

⑪	

エ
ジ
ン
バ
ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
フ
リ
ン
ジ

邦
楽
公
演
2
0
1
6（
東
京
藝
術
大
学　

音
楽

研
究
科（
邦
楽
専
攻
）修
士
課
程　

北
川
綾
乃
）

⑫	（
外
国
人
研
究
者
招
致
）

	

日
仏
の
製
紙
法
研
究
者
・
製
造
者
・
修
復
家
に

よ
る
共
同
研
究（
山
領
絵
画
修
復
工
房　

修
復

技
術
者　

川
村
朋
子
）

■
国
際
協
力
事
業　

　

文
化
財
の
保
護
及
び
芸
術
文
化
に
関
す
る
国
際

的
な
協
力
・
交
流
、
人
材
養
成
事
業
な
ど
申
請
の

あ
っ
た
10
件
の
事
業
の
中
か
ら
、
7
件
の
事
業
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
た
。

①	

敦
煌
研
究
院
よ
り
研
究
員
招
致（
彭　

文
佳
）

	

2
0
1
6
年
4
月
1
日
〜
2
0
1
7
年
3
月
31
日

（
敦
煌
研
究
院
院
長　

王 

旭
東
）

②	

敦
煌
研
究
院
よ
り
研
究
員
招
致（
王　

学
麗
）

	

2
0
1
6
年
10
月
1
日
〜
2
0
1
7
年
9
月
30
日

（
敦
煌
研
究
院
院
長　

王 

旭
東
）

③	

ト
ル
コ
共
和
国
古
代
遺
跡
出
土
遺
物
、
遺
構
の

保
存
、
修
復
と
若
手
専
門
家
の
養
成（（
公
財
）

中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
附
属
ア
ナ
ト
リ
ア
考
古

学
研
究
所
長　

大
村
幸
弘
）

④	

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
存
修

復
技
術
実
技
講
習（
駒
澤
大
学
文
学
部
非
常
勤

講
師　

古
庄
浩
明
）

⑤	

タ
イ
及
び
日
本
所
在
の
幕
末
期
日
本
製
伏
螺
鈿

製
品
に
関
す
る
調
査
研
究（
東
京
文
化
財
研
究

所　

室
長　

二
神
葉
子
）

⑥	

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
発
掘
展
の
開
催
と
現
地
博

物
館
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成（
東
京
大
学　

総
合
研

究
博
物
館　

教
授　

西
秋
良
宏
）

⑦	

フ
ァ
ヤ
ズ
・
テ
ペ
遺
跡
出
土
仏
教
壁
画
の
保
存

修
復（
奈
良
文
化
財
研
究
所　

国
際
遺
跡
研
究

室　

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー　

影
山
悦
子
）

■	

重
点
助
成
事
業

⑴	

尼
門
跡
寺
院
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業

	

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
の
支
援
に

よ
り
、
尼
門
跡
寺
院
文
化
財
の
保
存
修
復
事
業

に
対
し
て
助
成
を
行
っ
た
。（
修
復
継
続
中
）

	

○
宝
鏡
寺
門
跡
四
体
の
う
ち「
月
鏡
軒
御
像
」の

■
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業

　

国
内
文
化
財
の
保
存
修
復
事
業
助
成
と
し
て
、

27
都
道
府
県
教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
58

件
の
中
か
ら
、
25
件
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ
た
。

 
（
敬
称
略
・
以
下
同
）

（
美
術
工
芸
）

①	

埼
玉
県
・
正
傅
院

	

釈
迦
涅
槃
図
保
存
修
理
事
業

②	

石
川
県
・
中
山
周
比
古

	

中
山
家
関
係
資
料
保
存
修
復
事
業

③	

大
阪
府
・
龍
安
寺

	

鉗
紙
金
銀
字
交
書
一
切
経（
中
尊
寺
経
）修
復
事
業

④	

愛
媛
県
・
太
山
寺

	

絵
画「
絹
本
著
色
弘
法
大
師
像
」保
存
修
理
事
業

⑤	

大
分
県
・（
株
）ヤ
マ
コ

	

破
亀
甲
花
菱
沢
寫
軍
配
紋
散
蒔
絵
婚
礼
調
度
合

わ
せ
貝
保
存
修
理
事
業

（
建
造
物
）

⑥	

宮
城
県
・
刈
田
嶺
神
社

	

刈
田
嶺
神
社
本
殿
保
存
修
理
事
業

⑦	

山
形
県
・
安
久
津
八
幡
神
社

	

八
幡
神
社
本
殿
保
存
修
理
事
業

⑧	

福
島
県
・
八
幡
神
社

	

八
幡
神
社
本
殿
建
造
物
保
存
修
理
事
業

修
復（
真
如
寺
）

⑵�	

東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援
事
業

	

本
事
業
は
5
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、本
年
度
は
5
年
目
に
な
る
。
申
請
の
あ
っ

た
27
件
の
中
か
ら
審
査
の
上
、
18
件
に
助
成
を

行
っ
た
。
な
お
、
無
形
文
化
財
の
助
成
は
バ
ン

ク
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
・
メ
リ
ル
リ
ン
チ
か
ら
の
支

援
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

	

14
ペ
ー
ジ
の
特
集
欄
に
掲
載

⑶	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
流
出
文
化
財
復
興
支
援
事
業

	

流
出
文
化
財
返
還
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
展

覧
会
及
び
返
還
に
伴
う
作
品
梱
包
、
運
搬
等
に

助
成
を
行
っ
た
。

	

① 

特
別
企
画
展「
素
心
・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
大
仏
天

井
壁
画
〜
流
出
文
化
財
と
と
も
に
〜
」（
東

京
藝
術
大
学
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
特
別
企
画
展

実
行
委
員
会
）	

	
	

② 

流
出
文
化
財
返
還
に
伴
う
作
品
梱
包
、
運
搬
、

木
箱
作
成
等（
日
本
通
運（
株
））	

⑷	

熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
修
復
支
援
事
業

	

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
文
化
財
の
救
援
と

修
復
の
た
め
に
募
金
を
行
い
、
当
該
年
度
は
文

化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
助
成
を
行
っ
た
。

	

① 

熊
本
地
震
被
災
文
化
財
等
救
援
事
業（
熊
本

地
震
被
災
文
化
財
等
救
援
連
絡
協
議
会
）

　

	　

15
ペ
ー
ジ
の
特
集
欄
に
掲
載

⑸
松
尾
大
社
本
殿
等
保
存
修
復
支
援
事
業

	

松
尾
大
社
本
殿
並
び
に
神
庫
・
楼
門
修
復
及
び

神
域
内
の
諸
整
備
事
業
を
行
い
、
貴
重
な
文
化

遺
産
を
後
世
に
守
り
伝
え
る
た
め
の
事
業
。
3

カ
年
計
画
の
第
1
期
事
業
の
助
成
を
行
っ
た
。

	

① 

楼
門（
江
戸
時
代
初
期
造
）御
屋
根
檜
皮
葺
替

他
6
件（
松
尾
大
社
）

■	 �

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
事
業
、
そ
の
他
普
及

広
報
活
動

	
 

文
化
財
の
保
護
及
び
芸
術
振
興
に
関
す
る
啓
蒙

活
動
、
国
際
交
流
、
広
報
活
動
と
し
て
広
報
誌

の
発
行
、
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
そ

の
他
普
及
広
報
活
動
に
関
連
し
次
の
事
業
を

行
っ
た
。

①	

広
報
誌「
絲
綢
之
路
」の
発
行

	

第
81
号（
二
〇
一
六
夏
）

	

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
6
月
21
日
発
行

	

第
82
号（
二
〇
一
六
秋
）

	

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
10
月
21
日
発
行

	

第
83
号（
二
〇
一
七
新
春
）

	

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
1
月
20
日
発
行

	

発
行
部
数
：
各
2
、
0
0
0
部

	

配 

布 

先
：
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、
美
術
館
・

博
物
館
、
文
化
財
研
究
機
関
、
芸
術
系
大
学
、
新

聞
社
、
支
援
者
、
賛
助
会
員
、
理
事
・
評
議
員
、

そ
の
他
関
係
者
に
配
布

②�	

文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー
基
金
の
募

金
活
動（
二
〇
一
七
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
）

	

募
集
期
間
：
平
成
28
年
9
月
〜
平
成
29
年
1
月

	

製
作
題
材
：
出
光
美
術
館
所
蔵「
伴
大
納
言
絵

巻
」現
状
模
写
作
品（
5
年
目
）

	

募
金
応
募
件
数
：
1
、
5
6
4
件（
募
金
額
5
、

8
0
7
、
0
4
8
円
）

③	

日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

	

期
期
：
平
成
28
年
11
月
16
日
㈬
〜
19
日
㈯

	

会
場
：
広
島
県 

広
島
市

	

行
事
：
第
12
回
日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

テ
ー
マ
：「
日
中
韓
の
食
文
化
と
国
際
交
流
」

④	

「
第
21
回
妙
高
夏
の
芸
術
学
校
」の
共
催

	

主
催
：
妙
高
夏
の
芸
術
学
校
実
行
委
員
会

	

共
催
：（
公
財
）文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成

財
団
、
新
潟
日
報
社
、
妙
高
市
他

	

期
間
：
平
成
28
年
7
月
28
日
㈭
〜
7
月
31
日
㈰	

参
加
者
：
日
本
画（
27
名
） 

油
彩
画（
25
名
） 

水

彩
画（
23
名
）デ
ッ
サ
ン
・
ス
ケ
ッ
チ（
14
名
） 

小
学
生（
2
名
） 

計
91
名

⑤�	

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動「
〜
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

チ
カ
ラ
〜

　に
協
力

	

主
催
：“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”中
央
推
進

委
員
会
他

⑥ 	

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
展
覧
会
等
の
後
援

ア	

第
11
回「
文
化
財
保
存
・
修
復

－

読
売
あ
を

に
よ
し
賞
」を
後
援

	

主
催
：
読
売
新
聞
社

	

後
援
：
文
化
庁
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化

財
機
構
他

イ 	「
文
化
財
保
存
修
復
専
門
家
養
成
実
践
セ
ミ

ナ
ー
」レ
ベ
ル
Ⅰ
、
レ
ベ
ル
Ⅱ
を
後
援

	

主
催
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

文
化
財
保

存
支
援
機
構

	

共
催
：
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

東
京
国
立
博
物
館
他

	

後
援
：
日
本
文
化
財
科
学
会
他

ウ 	

文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立

10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

	

「
文
化
遺
産
か
ら
つ
な
が
る
未
来
」を
後
援

	

主
催
：
文
化
庁
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
他

	

後
援
：
外
務
省
、
東
京
文
化
財
研
究
所
他

エ	

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画

	

第
18
回「
文
化
人
・
芸
能
人
の
多
才
な
美
術

展
」
〜
拡
げ
よ
う
文
化
の
輪
・
芸
術
は
地
球

を
救
う
!
〜　

を
後
援

	

主
催
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
日
本
国
際

文
化
遺
産
協
会
」文
化
人
・
芸
能
人
の
多
才

な
美
術
展
実
行
委
員
会

オ 	「
静
岡
ア
ー
ル
・
パ
レ
展
」を
後
援

	

主
催
：
ア
ー
ル
・
パ
レ
展
実
行
委
員
会

カ 	「
黄
金
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン　

¦
守
り
ぬ
か
れ

た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
秘
宝
¦
」を
特
別
協
力

	

主
催
：
東
京
国
立
博
物
館
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
情
報
文
化
省
、
産
経
新
聞
社
他

キ 	

東
京
藝
術
大
学 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
特
別
企

画
展　
「
素
心 

バ
ー
ミ
ヤ
ン
大
仏
天
井
壁

画
」
〜
流
出
文
化
財
と
と
も
に
〜　

を
協
力

	

（
協
力
名
義
は
、「
流
出
文
化
財
保
護
日
本
委

員
会
」）

法
人
正
会
員（
二
十
一
社
）
　

 

　

      

【
五
十
音
順
】

朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社

株
式
会
社 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

株
式
会
社 

Ｎ
Ｋ
Ｂ

鹿
島
建
設 

株
式
会
社

株
式
会
社 

講
談
社

株
式
会
社 

集
英
社

全
日
本
空
輸 

株
式
会
社

株
式
会
社 

髙
島
屋

武
田
薬
品
工
業 

株
式
会
社

株
式
会
社 

竹
中
工
務
店

株
式
会
社 

電
通

東
京
ガ
ス 

株
式
会
社

株
式
会
社 

東
京
ド
ー
ム

ト
ヨ
タ
自
動
車 

株
式
会
社

日
本
写
真
印
刷
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会
社

有
限
会
社 

丸
栄
堂

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険 

株
式
会
社

株
式
会
社 

三
井
住
友
銀
行

株
式
会
社 

三
越
伊
勢
丹

株
式
会
社 

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

法
人
維
持
会
員（
十
四
社
）
　
　

       

【
五
十
音
順
】

大
塚
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会
社

大
阪
ガ
ス 

株
式
会
社

洲
本
観
光 

株
式
会
社

株
式
会
社 

精
養
軒

宗
教
法
人 

全
昌
院

大
日
本
印
刷 

株
式
会
社

大
和
建
設 

株
式
会
社

千
代
田
絨
毯 

株
式
会
社

株
式
会
社 

東
京
マ
ル
イ
美
術

株
式
会
社 

な
と
り

は
ぁ
ー
と
ふ
る
ふ
ぁ
ん
ど
委
員
会

二
十
八
年
度
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
賛
助
会
員
の
皆
様

定
款
第
４
条
の
定
め
に
従
い
、

次
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

福島県・八幡神社
八幡神社本殿建造物保存修理事業
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南
部
藩
寿
松
院
年
行
司
支
配
太
神
楽
に
よ
る
備

品
整
備
事
業

⑫	

岩
手
県
・
砂
子
畑
丹
内
神
楽　

代
表　

川
崎
敏
彦

	

砂
子
畑
丹
内
神
楽
に
よ
る
備
品
整
備
事
業

⑬	

岩
手
県
・
根
岬
梯
子
虎
舞
組　

代
表　

菅
野
修
一

	

根
岬
梯
子
虎
舞
組
に
よ
る
梯
子
製
作
事
業

⑭	

岩
手
県
・
砂
子
畑
道
々
虎
舞　

代
表　

栗
沢
哲
生

	

砂
子
畑
道
々
虎
舞
に
よ
る
備
品
整
備
事
業

⑮	

岩
手
県
・
な
か
ま
ち「
絆
」の
会　

代
表　

村
上
馨

	

な
か
ま
ち「
絆
」の
会
に
よ
る
仲
町
虎
舞
用
具
整

備
事
業

⑯	

岩
手
県
・
雁
舞
道
七
福
神
会
会
長　

渡
辺
裕
人

	

雁
舞
道
七
福
神
会
に
よ
る
用
具
整
備
事
業

⑰	

宮
城
県
・
中
浜
神
楽
保
存
会　

会
長　

島
田
敬
二

	

中
浜
神
楽
保
存
会
継
承
用
具
復
旧
事
業

（
記
念
物
・
埋
蔵
文
化
財
）

⑱	

茨
城
県
・
下
石
崎
氏
子
総
代
会  

総
代
表  

照
山
勝
夫

	

茨
城
町
石
造
道
標
地
蔵
尊
修
復
事
業

熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
修
復
支
援
事
業
の

状
況

　

被
災
文
化
財
の
救
援
と
修
復
の
た
め
に
募
金

（
寄
付
）に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
貴
重
な
浄
財

は
被
災
文
化
財
の
救
援
等
の
た
め
に
、
平
成
28
年

度
は
左
記
の
と
お
り
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

未
だ
に
被
災
状
況
の
全
貌
は
把
握
で
き
て
い
な

い
状
況
で
す
が
、
今
後
は
個
々
の
被
災
文
化
財
に

対
す
る
支
援
が
必
要
で
す
。

1
平
成
二
十
八
年
度
末
募
金（
寄
付
）受
入
状
況

　

受
入
件
数　

1
3
3
件

　

受
入
金
額　

8
、
8
6
3
千
円

2
支
援
状
況

　

平
成
28
年
度
は
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
か
ら
の

支
援
要
請
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化

財
機
構
が
実
施
し
た
熊
本
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

助
成
額　

4
、
0
0
0
千
円

浜
名
梱
包
輸
送 

株
式
会
社

株
式
会
社 

平
成
建
設

株
式
会
社 

横
井
春
風
洞

●
平
成
28
年
12
月
11
日
か
ら平

成
29
年
5
月
25
日
ま
で

　
　敬
称
略
／
順
不
同

☆
賛
助
会
員

○
個
人（
正
）会
員（
氏
名
／
住
所
）

☆
寄
付
金

○
文
化
財
保
存
修
復
・
芸
術
研
究
等
助
成
事
業
に

対
す
る
寄
付

ヤ
フ
ー 

ネ
ッ
ト
募
金（
3
7
4
名
様
）

文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー
基
金

（
株
）ジ
ャ
ッ
ク
ス

共
同
印
刷（
株
）

○
尼
門
跡
寺
院
文
化
財
修
復
助
成
事
業
に
対
す
る
寄
付

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
株
）

○
松
尾
大
社
本
殿
等
修
復
支
援
事
業
に
対
す
る
寄
付

平
成
の
御
遷
宮
奉
賛
会（
1
5
8
件
）

○
東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援

事
業
に
対
す
る
寄
付

創
作
陶
芸
研
究
会

（
公
財
）小
野
奨
学
会

九
州
国
立
博
物
館

新
百
合
混
声
合
唱
団

○
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
修
復
支
援
事
業

に
対
す
る
寄
付

全
国
近
代
化
遺
産
活
用
連
絡
協
議
会

（
公
社
）日
展

メ
ナ
ー
ド
美
術
館
の
お
客
様

芦
屋
町
観
光
協
会

（
特
非
）日
本
国
際
文
化
遺
産
協
会　

理
事
長　

松
岡
久
美
子

群
馬
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
久
留
末
の
会

ア
ー
ツ
千
代
田
3
3
3
1
&
わ
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

J
O
B
A
N
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
協
議
会

京
都
工
芸
美
術
作
家
協
会

（
公
社
）能
楽
協
会

岩
国
郷
土
史
会

東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援
事

業
の
状
況

1
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

被
災
文
化
財
の
救
援
と
復
旧
の
た
め
に
募
金

（
寄
付
）に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
か
ら
こ
れ
ま
で
い
た
だ
き
ま

し
た
浄
財
を
被
災
文
化
財
の
救
援
・
復
旧
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

本
事
業
は
、
助
成
を
開
始
し
て

か
ら
5
年
の
節
目
を
迎
え
、
募
金

活
動
は
平
成
28
年
度
末
を
も
っ

て
終
了
と
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
未
だ
に
支
援
の
手
を
待
っ
て

い
る
文
化
財
は
多
数
あ
り
、
助
成

に
つ
い
て
は
平
成
29
年
度
も
引

き
続
き
実
施
し
、
そ
の
後
も
予
算

の
許
さ
れ
る
限
り
息
の
長
い
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

3
平
成
二
十
八
年
度
支
援
事
業

一
覧

　

被
災
し
た
県
か
ら
27
件
の
申

請
が
あ
り
、
審
査
の
上
、
18
件
に

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

（
美
術
工
芸
）　

①	

岩
手
県
・
光
勝
寺

	

阿
弥
陀
如
来
像
修
復
事
業

（
建
造
物
）

②	

岩
手
県
・
盛
合
光
徳

	
 「

盛
合
家
」復
旧
・
復
元
修
理

事
業

③	 

岩
手
県
・
弥
栄
日
吉
神
社　

	

氏
子
総
代
表　

金
田
則
士

	
 「

弥
栄
日
吉
神
社
三
殿
一
体
」

傾
斜
補
正
事
業

④	
岩
手
県
・
菊
池
長
一
郎

	
 

東
屋
土
蔵
復
旧
・
復
元
修
理
事
業

⑤ 	

宮
城
県
・
気
仙
沼
風
待
ち
復
興
検
討
会
代
表
理

事
菅
原
千
栄

	
 

気
仙
沼
内
湾
地
区
国
登
録
文
化
財
等
復
興
事
業

（
角
星
店
舗
復
元
）

⑥ 	

宮
城
県
・
気
仙
沼
風
待
ち
復
興
検
討
会
代
表
理

事
菅
原
千
栄

	

気
仙
沼
内
湾
地
区
国
登
録
文
化
財
等
復
興
事
業

（
小
野
健
商
店
土
蔵
修
復
）

⑦ 	

宮
城
県
・
羽
黒
神
社　

代
表　

庄
司
純

	

羽
黒
神
社
・
月
山
湯
殿
山
社
殿
改
修
工
事

⑧	

茨
城
県
・
矢
口
喜
代

	

矢
口
家
長
屋
門
修
復
事
業	

⑨	

茨
城
県
・
雷
神
社　

宮
司　

増
渕
堯
美

	

雷
神
社
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
保
存
修
理
事
業

⑩	

千
葉
県
・
三
谷
昌
子

	

三
谷
家
座
敷
屋
修
復
工
事
事
業

（
無
形
文
化
財
）

⑪	

岩
手
県
・
南
部
藩
寿
松
院
年
行
司
支
配
太
神
楽

胴
取　

三
浦
成
三

広
報
誌 

「
絲し
ち
ゅ
う
の
み
ち

綢
之
路
」
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）

　
　
　

二
〇
一
七
年　

夏
号　

通
巻
第
八
十
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

★
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
発
行

★
編
集
発
行
／
公
益
財
団
法
人 

文
化
財
保
護
・

　
　
　
　
　
　

芸
術
研
究
助
成
財
団　

事
務
局
Ⓒ

　

〒　
　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
十
二

−

五
十

　

電　

話
（
〇
三
）
五
六
八
五

−

二
三
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
五
六
八
五

−

五
二
二
五

    U
R

L:http://w
w

w
.bunkazai.or.jp/

    E
-m

ail:jim
ukyoku@

bunkazai.or.jp

★
印
刷　

株
式
会
社 

東
都
工
芸
印
刷

　

当
財
団
の
事
業
は
皆
様
方
か
ら
の
暖
か
い
ご
支

援
に
よ
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
支
援
に
は
次
の
方
法
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
賛
助
会
員

◎
ご
寄
付

　

〇
銀
行
振
込
又
は
郵
便
振
替

　

〇
Y
A
H
O
O
! 

J
A
P
A
N
ネ
ッ
ト
募
金

　

〇
特
定
寄
付
信
託

　

〇
遺
贈

◎
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
の
救
援
・
修
復
の
た
め

の
募
金

　

昨
年
4
月
以
降
、
熊
本
県
を
中
心
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
文
化
財
の
保
全
に
向

け
て
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

募
金
は
次
の
方
法
に
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

◯
銀
行
振
込
又
は
郵
便
振
替

　　

当
財
団
の
副
理
事
長
で
あ
り
ま
す
前
文
化
庁
長

官
・
青
柳
正
規
氏
が
春
の
叙
勲
で「
瑞
宝
重
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

俵
谷
利
幸
様

　

当
財
団
顧
問
で
あ
り
ま
し
た
俵
谷
利
幸
様（
弁

護
士
、
元
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
長
）が
、
平
成
29

年
3
月
1
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ

た
り
顧
問
と
し
て
財
団
の
運
営
に
ご
尽
力
賜
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
し
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

110

ー

0007

　

財
団
創
設
以
来
、
御
指
導
賜
り
ま
し
た
俵
谷
利

幸
、
林
有
厚
の
両
氏
が
相
次
い
で
幽
明
界さ

か
いを

異こ
と

に

さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
寂せ

き
ば
く寞
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
両
氏
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

財
団
の
事
務
局
は
上
野
の
山
に
あ
り
ま
す
。
今
、

こ
こ
は
緑
一
色
に
つ
つ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
緑
は

躍
動
す
る
生
命
を
象
徴
す
る
色
で
す
が
、
俵
谷
、

林
の
お
ふ
た
り
の
赴
報
に
接
す
る
と
世
の
無
常
を

感
じ
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
世
界
情
勢
の
中
に
あ
っ

て
日
本
が
経
済
大
国
で
あ
る
こ
と
は
批
判
は
あ
る

に
せ
よ
、
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ら
ば
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
、
芸
術
面
で
の
予
算
を
計
上

し
て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
い
け
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
ぜ
ひ
世
界
に
冠
た
る
官
民
一
体
と
な
っ
た

文
化
立
国
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
稿
を
書
い
て
い
る
時
、
梅
雨
入
り
宣
言
が
為な

さ
れ
ま
し
た
。
季
節
は
め
ぐ
り
、
次
は
夏
で
す
。
私

ど
も
も
健
康
に
留
意
し
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
全

ま
っ
と

う
い
た
す
所
存
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
健
康
に
御
留
意

さ
れ
、大
い
に
英
気
を
養
い
、太
陽
の
季
節
を
十
分

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
◇
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦

林　

有
厚
様

　

当
財
団
前
副
理
事
長
で
あ
り
ま
し
た
林
有
厚
様

（
元（
株
）東
京
ド
ー
ム
社
長
）が
、
平
成
29
年
5
月

17
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
理

事
及
び
副
理
事
長
と
し
て
財
団
の
運
営
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
し
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
国
や
日
本
の
絵
画
に
お
い
て
、
花
鳥
画
と
い

う
分
野
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
平
山
画
伯
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、
花
は
美
し
く
、
鳥
は
愛
ら
し
い
。

花
は
鳥
を
慕
い
、
鳥
は
花
を
愛め

で
る
と
い
う
、
互

い
の
親
密
な
関
係
の
中
に
絶
妙
に
構
築
さ
れ
た
自

然
の
仕
組
み
に
畏
敬
の
念
を
覚
え
る
…
…
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
四
〇
年
代
、
画
伯
は
好
ん
で
鳥
を
画
題
と

し
て
描
い
て
い
た
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
オ
ナ

ガ
は
、
学
問
的
に
言
え
ば
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
に

属
す
る
鳥
で
あ
る
。
顔
と
頸
は
黒
色
、
背
は
灰
色
、

腹
は
灰
白
色
、
翼
と
尾
の
大
部
分
は
灰
青
色
、
尾

は
長
い
。

　

日
本
で
は
本
州
の
東
側
の
地
域
に
そ
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

緑
濃
い
木
立
の
中
、
番つ

が
いの
オ
ナ
ガ
。
当
然
、
夫
婦

で
あ
ろ
う
。互

い
に
信
頼
し

あ
い
、ひ
と
と

き
の
休
息
を

楽
し
ん
で
い

る
よ
う
な
姿

は
当
時
の
画

伯
の
心
境
を

垣か
い
ま間
見
る
よ

う
で
も
あ
る
。

おなが鳥  1965年

今
号
の
表
紙��

平
山
郁
夫  

お
な
が
鳥 

お
願
い

受
章

訃
報

特
集

1

1,000

42

62,094

29

49,543

19

19,300

15

28,800

9

36,700

15

29,000

130

226,437

　

2

1,598

0

2

1,100

1

300

1

500

0

6

3,498

　

21

15,315

17

18,030

9

11,536

2

900

7

6,360

3

2,000

59

54,141

1

1,000

76

86,432

53

70,573

32

33,136

　19

30,600

18

44,160

18

31,000

217

296,901

1

40,000

1

20,000

1

5,000

3

65,000

　

　　

1

6,000

1

4,000

　

　

　

　

　

　

　

2

10,000

1

40,000

2

26,000

2

9,000

　

　

　

　

　

　

5

75,000

177

231

146

39

20

13

626

2

41,177

78

112,663

55

79,719

32

33,175

19

30,620

18

44,173

18

31,000

222

372,527

11

7,425

7

3,000

2

1,200

1

600

1

600

0

22

12,825

544

　274,999

168

　51,159

109

　28,453

74

　46,840

　56

26,611

2

16,757

973

444,819

助成数

助成金

助成数

助成金

助成数

助成金

助成数

助成金

助成数

助成金

助成数

助成金

助成数

助成金

助成数

助成金

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

合計

美術
工芸品

建造物 美術
工芸品等

建造物記念物
埋蔵文化財

無形
文化財

計 計

支　援　事　業　の　状　況
文化財保存修復助成 文化財レスキュー助成

合計
振込

手数料等

募金
（寄付）
の状況
上段：件数
下段：金額

（金額：千円） 

（H29.5.31現在）

区分

年度

2募金（寄付）受入れと支援事業の状況

賛
助
会
員
ご
入
会
と
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
皆
様




